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外装工法「RC×EX工法」が技術審査証明を取得 
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C×EX 工法」(以下、本工法)を共同開発し、新築建築物における一般財団

設技術審査証明書(建築技術)(BCJ-審査証明-285)を取得しました。な
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【RC×EX 工法の特徴】

＜適用範囲＞

・高さ 45m 以下の建築物の RC 造外壁面に取付け可能 

＜耐風圧・耐震性＞ 

・建築基準法に規定される風圧力及び地震力に対して十分な耐力を有するとともに、地震時の

建物変形に対して機能を損なう脱落や破損が生じない。 

＜耐久性＞ 

・各金属部材に高耐食メッキを採用。促進腐食試験によって長期間に亘り強度上の支障を伴う腐 

食が発生しないことを確認。 

・窯業系サイディング表面の塗装に高耐候塗料を使用。促進耐候性試験により変色・褪色等に対 

して高い耐久性を有することを確認。 

＜デザイン性・更新性＞ 

・多彩なデザインの窯業系サイディングが用意されており、また部分的・全面的な交換が可能。 

＜耐燃えひろがり性＞ 

・JIS「建築ファサードの燃えひろがり試験方法」において、著しい燃えひろがりが生じないこ

とを確認。乾式外装工法における耐燃えひろがり性能を確認。 

＜環境性能＞ 

・窯業系サイディングに国産木材の端材チップを体積比率 50%以上混入。国産木材の利用促進と 

CO2固定化により環境に配慮。 

建RC×EX 工法の概要

燃えひろがり試験の様子
設技術審
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